
会 期：２０２３年 ７月１５日（土）～９月１０日（日）
時 間：旧観慶丸商店 午前９時～午後５時 火曜日休館

石巻市博物館 午前９時～午後５時 月曜日休館
（入館受付は午後４時３０分まで）

主 催：石巻市博物館
共 催：一般社団法人 ISHINOMAKI2.0
後 援：三陸河北新報社（石巻かほく）、石巻日日新聞社

ラジオ石巻FM76.4 、石巻川開祭実行委員会
一般社団法人 石巻観光協会
一般社団法人 石巻圏観光推進機構

観覧料：旧観慶丸商店 入場無料
石巻市博物館 一般300円 高校生200円 小・中学生100円
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「陶器店」
展示会場 旧観慶丸商店

現在の旧観慶丸商店

会 場



まちあるきツアー

スケッチでめぐる
石巻市街地の移り変わり

石巻各地を巡り歩きその⾵景を描き残した浅井
元義さんがたたずんだ石巻市街地のまちかどを
めぐります。
商店街とともに移り変わりが激しいまちなかが
東日本⼤震災を経てどのように景観を変化させ
てきたか、東京工業⼤学 真野洋介准教授のガイ
ドとともにまちを解説していきます。
途中富貴丁にある「カフェ蓮」で喫茶も楽しみ
ます。

主 催：旧観慶丸商店
(一般社団法人ISHINOMAKI2.0)

日 時：2023年9月2日(土)13時～15時
定 員：約20名
参加費：1,200円

(保険料および行程途中の飲食費含む)
集合・解散場所：旧観慶丸商店
予約方法：下記のアドレスにメールで、件名
「まちあるきツアー申込」として、参加者
氏名・連絡先・人数をおしらせください。

申込先メールアドレス info@kankeimaru.jp

スケッチから石巻の思い出をたどる

浅井元義 略歴

昭和13年(1938) 石巻市に生まれる

昭和31年(1956) 宮城県石巻高校卒業

河北美術展初入選

昭和35年(1960) 東北⼤学教育学部美術科

卒業、宮城県の教員となる

昭和56年(1981) 石巻で「黄土展」結成

昭和59年(1984) 「スケッチ石巻―古い家並

み―」の連載が始まる

平成7年(1995) 石巻女子高校(現・石巻好文

館高校)を最後に退職する

平成19年(2007) 宮城県芸術選奨受賞

平成21年(2009) 宮城県教育文化功労章受章

平成30年(2018) 逝去

本展覧会は、旧観慶丸商店と石巻市博物館の二会場で

開催します。

旧観慶丸商店では、景観の移り変わりが著しい市街の

⾵景を、石巻市博物館では、石巻市街や雄勝・北上の海

の⾵景を題材とした作品を展示しております。

テーマの異なる二つの会場でお待ちしております。

関 連 企 画ア ク セ ス

石巻市指定文化財

旧観慶丸商店
〒986-0822
宮城県石巻市中央3丁目6-9
●公共交通をご利用の場合
タクシー：石巻駅より約3分
路線バス：石巻駅前1・3番乗り場より
「立町通り」まで乗車2分

●お車でお越しの場合
駐車場はございません。付近のかわま
ち立体駐車場などをご利用ください。
●徒歩でお越しの場合
石巻駅より国道398号線を東へ約10分

石巻市博物館
〒986-0032
宮城県石巻市開成1-8
(マルホンまきあーと

テラス内）
●公共交通をご利用の場合
タクシー：石巻駅から約10分
路線バス：石巻駅前3番乗り場より
石巻専修大学線「総合運動公園」
まで乗車13分

●お車でお越しの場合 駐車場無料
三陸自動車道石巻女川ICより約5分

スケッチ⾵景

石巻駅

石巻市指定文化財

旧観慶丸商店
石巻市役所

いしのまき
元気市場

羽黒山烏屋神社

かわまち
立体駐車場

「立町通り」
停留所

石巻グランドホテル

会 場 案 内

「劇場」
展示会場 旧観慶丸商店

「富貴丁」
展示会場 旧観慶丸商店

「えぐられた砂浜」
展示会場 石巻市博物館

浅井元義さんは、石巻の各地を巡り歩き、その失われ

つつある⾵景を描き残した画家です。浅井さんのスケッ

チは、芸術作品としてだけではなく、過去の石巻を知る

記録画としても⼤変貴重です。

浅井さんは、自身のスケッチを通じて、当時の石巻の

思い出を語っています。スケッチを観て、思い出に触れ

て、そして、実際に石巻の⾵景を見てまわって、石巻の

ことをもっと良く知っていただければ幸いです。

ホームページ
はこちらから

ホームページ
はこちらから


